








研究目的 

我々はガスクロマトグラフィ(GC)とガスクロマトグラフ質量分析計(GC-MS)を用いた有機

酸代謝異常システムを確立してきた。そこで昭和 59,60 年の 2年間にこのシステムを用い

て行ったスクリーニングの経験を報告し,今後の展望について考察したい。 


